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昭和 55 年に設立し、今年で 42

年目になります。「みんなで仲

良く楽しく踊ろう」をモットー

に現在は７人で活

動しています。踊

りが好きな方であ

れば初心者の方も

大歓迎です。　

日本舞踊を基礎に「人の和、踊
りの輪」を大切にして人材育成
へと研鑽しています。今後も、
舞を通じて、町の文化向上、社
会福祉活動などに寄
与し地域の皆様のお
役に立てるよう会員
一同心一つに邁進し
ます。　

　日本現代舞踊徳本流　すずらん大雪舞踊会・舞ずき教室

日時と会場

〇町民センター

毎週水曜日　午後６時～９時

〇福祉センター　

毎週金曜日　午後６時～９時

問：代表　清水教子

　　☎ 92-3264

清水教子さん

　日本民謡舞踊　美瑛会

内山清子さん

日：毎週火曜日

時：午後１時～３時

場：町民センター

問：代表　内山岳清

　　　　☎ 92-2492

　彩生流扇桜の会　こはな

橋本菜々子さん（中２）

日：毎週土曜日

時：午後２時～５時

場：町民センター

問：代表　橋本奈歩

　　☎ 92-7337

専任講師　二代目家元　徳本禄智寿さん

指導　畠宗順さん

文化の秋！芸術の秋！

一緒に活動を楽しむ仲間を募集中

最初は上手く踊れないけど、

稽古を一生懸命して上手に踊

れたらすごく嬉しいです。今、

３人で稽古をしています。み

んなも一緒に踊りませんか。

踊りはとって

も楽しいよ！

本山敢士さん
（小５）

本山穂波さん
（小２）

　美瑛町文化連盟には、現在 23 の団体が登録されています。その中から芸能部門「舞踊・

ダンス・民謡・歌謡・バンド・大正琴」で活動している団体の代表者にお話しを聞いてみ

ました。団体によっては無料体験なども行っているので、興味がある方は各団体に直接お

問い合わせください。

指導　彩生扇桜さん
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　ハッピーフラサークル

今年で設立 14 年目。メンバー
は小学６年生から 50 代までと
幅広い年齢層で楽しく練習し
ています。フラダンスは気軽
に始めることがで
きて、音楽に合わ
せて身体を動かす
と気持ちがとても
楽しくなります。

佐藤えねさん

日：第１･３木曜日

時：午後７時～８時 30 分

場：町民センター

問：代表　佐藤えね

　　☎ 92-0280

　美瑛民謡愛好会

私は友だちに誘われて民謡を
始めました。もう、50 年にな
ります。民謡は昔から歌い継
がれ、何十年も同じ歌を歌っ
ていますが、歌えば
歌うほど味が出てく
るのが魅力です。

山下利子さん

日：毎月５･15･25 日

時：午後７時～９時

場：町民センター

問：代表　山下利子

　　☎ 92-3219

　こぶしの丘

　美瑛民謡同志会・美瑛民謡伴奏会

「継続は力なり」。民謡を始め
て50年。いろいろなことをやっ
てみたけど長く続いているの
が民謡です。
歌が好きだったの
で自分にあってた
と。これからも歌
い続けていきます。

平田澄子さん

日：毎月４･14・24 日

時：午後１時 30 分
　　　　～ 3時 30 分
場：町民センター

問：代表　平田澄子

　　☎ 92-1566

気心知れた仲間と、気楽に歌っ
たり話をしたいと「こぶしの
丘」を設立しました。今は５
人で活動しています。
大きな声を出して
ストレス解消。仲
間と健康で明るく
楽しく会を続けて
いきたいと思って
います。

平田澄子さん

日：毎月 30 日

時：午後１時 30 分
　　　　～ 3時 30 分
場：町民センター

問：代表　平田澄子

　　☎ 92-1566
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小滝利和さん

　美瑛音知会

今年で創立 31 年。カラオケが
大好きな 15 人の会員で活動し
ています。それぞれが好きな
歌を歌って楽しく練習してい
ます。パークゴ
ルフ大会やボー
リング大会など
の親睦事業も
行ってます。

日：第２･４木曜日

時：午後５時～９時

場：町民センター

問：代表　小滝利和

　　☎ 96-2352

　美瑛歌謡同好会

昭和 54 年に設立。会の合言葉
は「皆さん仲良く、楽しく、
親睦しましょう」。歌が好きな
人が集まって、練
習の合間におしゃ
べりしながら楽し
く活動しています。

高張幸治さん

日：毎月第 1･3･5 日曜日

時：午後６時～８時 30 分

場：町民センター

問：代表　高張幸治

　　☎ 92-2195

　美瑛歌謡会

昭和 60 年に設立し、今年で 37
年目。現在の会員は 10 人。設
立以来「カラオケを楽しむこ
と」「会員一人一人が楽しく集
まれること」を一
番大切にして活動
を続けてきました。
腹から大きな声を
出すことは、健康
長寿の秘訣です。

佐藤日出夫さん

日：第２・４日曜日

時：午後６時 30 分～９時

場：町民センター

問：代表　佐藤日出夫

　　☎ 92-3064

　美瑛歌謡愛好会

平成元年に発足し、現在の会
員は 10 人。歌が好きな人が集
まって楽しく歌っています。
みんなとても仲
が良く、なんで
も話し合いをし
て決めています。

髙橋好彦さん

日：第１・３月曜日

時：午後５時～９時

場：町民センター

問：代表　髙橋好彦

　　☎ 95-2035
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　ＧＦ s（グランドファーザーズ）

　琴城流大正琴　三愛緑

会の活動は今年で 12 年目。休

憩時間におやつを食べて、楽

しくおしゃべりしながら練習

しています。興味のある方が

いらっしゃいまし

たら、練習日や会場

など相談に応じれま

す。一緒に大正琴を

楽しみませんか。

丸田則子さん

日：11 月～３月

　　月３回（月曜日）

時：午後１時～４時

場：三愛行政区会館

問：代表　丸田則子

　　☎ 92-0563

団体名 代表者 連絡先

ピアノ 腰越ピアノ教室 腰越直美 92-5753

写真 美瑛写交会 飯田博志 92-3553

写真 美瑛写真サークル 荻原誠 92-5283

絵画 美瑛ぱれっとの会 花本幸子 92-1815

俳句 美瑛群峰社俳句会 為井恵子
090-2314-

0403

短歌 美瑛すずらん短歌会 谷口健三 92-0299

書道 黎秀書塾研究会 清水孝三郎 92-3264

無線 美瑛ハムクラブ 穂積力 95-2744メンバー　

吉田さん

芸能団体以外にも写真や絵画など、さまざまな

団体が活動しています。
美
瑛
町
文
化
連
盟
　
会
長
　
髙
橋
良
彦
さ
ん

令和元年に、札幌に住んでい
る中学校の同級生と２人でバ
ンド「グランドファーザーズ」
を結成しました。

高校時代にバンド活動をして
いたのですが、社会人になっ
てからはギターを弾いていま
せんでした。70 歳を過ぎ「ま
だまだ何かにチャレンジでき
るはず。新しいことを始めた
い」とバンドを結成。

個人練習をしながら、３カ月
に１回ほど美瑛で音合わせを
しています。文化祭で皆さん
にお披露目できそうです。

美瑛町文化連盟 事務局長 杉山勝雄さん

　

美
瑛
町
文
化
連
盟
は
、
昭
和
28
年
４
月

に
発
足
し
、
現
在
は
23
団
体
２
１
６
人
の

会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

歌
や
踊
り
、
写
真
な
ど
、
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
自
分
を

表
現
し
た
い
、
想
い
を
相
手
に
伝
え
た
い

と
日
々
研
鑽
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、自
分
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら
、

文
化
を
楽
し
む
人
た
ち
が
増
え
て
い
く
よ

う
に
活
動
を
続
け
、
次
の
世
代
へ
と
引
き

継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
72
回
美
瑛
町
文
化
祭

　
芸
能
発
表
会

開
催
日
／
11
月
３
日
（
木
）

時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
４
時

入
場
料
／
一
般
３
０
０
円
・
高
校
生
以

下
１
０
０
円
・
75
歳
以
上
の
方
は
無
料

※
10
月
29
日
～
11
月
３
日
ま
で
作
品
展

　

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

文
化
を
継
承
し
て
い
く

　

今
年
、
３
年
ぶ
り
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
練

習
で
き
な
か
っ
た
時
期
な
ど
も
あ
り
ま
す

が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

　

ぜ
ひ
、皆
さ
ん
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
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（３）部門別職員数の状況

（各年４月１日現在）

（１）人件費の状況（令和３年度一般会計決算）

住民基本
台帳人口

（令和3年度末）

歳出額

（Ａ）

人件費※

（Ｂ）

３年度

人件費率

（Ｂ／Ａ）

２年度

人件費率

9,609人 11,917,671千円 1,420,796千円 11.92％ 12.29％

※町議会議員、特別職の報酬等を含む。

（２）職員給与の状況

　　　　（令和３年度一般会計決算、特別職を除く）

職員数

（Ａ）

給　　与　　費 １人当たり 

給与費

（Ｂ／Ａ）給料
職員

手当

期末・

勤勉手当

合計

（Ｂ）

150人
（5※）

507,335
千円

107,982
千円

202,178
千円

817,495
千円

5,450
千円

（４）職員の初任給の状況（令和４年４月１日現在）

区　　　分 初任給 採用２年経過後

一般行政職
大学卒 182,200円 199,900円

高校卒 150,600円 158,900円

（５）職員の経験年数別・学齢別給料月額の状況

（令和４年４月１日現在）

区　　　分
10～15年

未満

15～20年

未満

20～25年

未満

一般行政職
大学卒 285,900円 328,100円 360,200円

高校卒 228,100円 299,600円 325,000円

（６）特別職報酬等の状況（令和４年４月１日現在）

区　分 報酬月額 令和３年度期末手当の割合

町　長 810,000円

　　６月　2.225月分

　　12月　2.225月分

　    計　4.45月分

 （職務上の役職加算あり）

副町長 640,000円

教育長 600,000円

議　長 300,000円

副議長 240,000円

議　員 200,000円

（３）職員の平均年齢、平均給料・平均給与月額の状況

（令和４年４月１日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与※月額

一般行政職 38歳10月 297,400円 353,000円

技能労務職 44歳７月 257,600円 259,600円

※月額給料に扶養手当や通勤手当などの諸手当を含めた総額。

（１）職員の採用・退職の状況

　（令和３年４月１日～令和４年４月１日）

区分
令和３年度

新規採用

令和３年度

退職者

令和４年度

新規採用

職員数 5人（1※） 16人（2※） 14人（0※）

区　分

部　門

職員数
増減数

３年 ４年

一

般

行

政

部

門

議　会 3人 3人 0人 

総務企画 32人 33人 1人 

税　務 9人 10人 1人 

民　生 20人 21人 1人 

衛　生 16人 13人 -3人 

農林水産 15人 15人 0人 

商　工 9人 11人 2人 

土　木 16人 17人 1人 

小　計 120人 123人 3人 

教　育 26人 23人 -3人 

一般会計 小計 146人 146人 0人 

公
営
企
業
等

病　院 62人 60人 -2人 

水　道 3人 2人 -1人 

下水道 2人 3人 1人 

その他
特別会計

0人 0人 0人 

小　計 67人 65人 -2人 

合　計 213人 211人 -2人 

（２）一般会計部門における職員の級別職員

　　数の状況（令和４年４月１日現在）

区分 標準的な職務 職員数 構成比

６級 課長・局長 14人 9.59％

５級 参事・課長補佐 20人 13.70％

４級 課長補佐・次長・係長 25人 17.12％

３級 係長・主任 36人 24.66％

２級 主事 29人 19.86％

１級 主事・主事補 22人 15.07％

合　　　　　計 146人

※フルタイム再任用職員の人数（職員数の内数）。

※再任用短時間勤務職員の人数（職員数の内数）。

　
町
行
政
の
公
平
性
、
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
３
年
度
に
お
け
る
町

職
員
の
給
料
や
勤
務
条
件
な
ど
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　任免・職員数および部門別職員数 町
職
員
人
事
行
政
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

　

問
合
せ
／
総
務
課
職
員
係
（
☎
92-

４
３
０
３
）

２　職員の給与の状況
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（２）期末手当・勤勉手当の支給割合

　　　　　　　　　（令和４年４月１日現在）

期末手当 勤勉手当

2.55月分 1.90月分

職務の級などによる加算措置あり。

（３）退職手当（令和４年４月１日現在）

勤続年数 自己都合 定年・勧奨

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分
47.709月分

最高限度額 47.709月分

（１）時間外勤務手当※（令和３年度一般会計決算）

令和２年度 令和３年度

支給実績 22,761,520円 28,750,376円

職員１人当たり

平均支給年額
227,615円 268,695円

（４）その他の手当（令和３年度一般会計決算）

種類 内容および支給単価 支給実績

扶養

手当

・配偶者　6,500円

・子　10,000円/人（特定期間※

　にある子、１人5,000円加算） 

・扶養親族（配偶者、子を除く）

　6,500円/人

16,484千円

住居

手当

・借家　

　家賃の金額（月12,000円を

　超える者に限る）に応じて、

　27,000円を限度に支給 

・自己所有住宅　7,000円

17,946千円

通勤

手当

・交通機関利用者

　運賃等相当額を支給

・自動車等利用者

　片道２㎞以上で距離に応じて

　支給

736千円

管理職

手当

・課長職　52,000円/月

・参事職　42,000円/月

・課長補佐職　32,000円/月

21,039千円

寒冷地

手当

・世帯主である職員

　扶養親族あり　26,380円/月

　扶養親族なし　14,580円/月

・その他の職員　10,340円/月

13,491千円

毎年11月～翌年３月までの間で支給

※扶養親族たる子のうち満15歳に達する日後の最初

　の４月１日から、満22歳に達する日以降の最初の

　３月31日までの間。

（１）職員の勤務時間（令和４年４月１日現在）

１週間の

勤務時間

勤務時間の割り振り

始業 終業 休憩時間 週休日

38時間45分 8:30 17:15
12:00～

13:00

土曜

日曜

（２）年次有給休暇の取得状況

　　（令和２年12月２日～令和３年12月１日）

総付与日数 総取得数 対象職員※ 平均取得日数

5,660日 1,159日 143人 8.1日

※一般会計職員を対象。

職員研修の状況（令和３年度職員研修事業）

研修区分 受講者数 受講内容など

自己啓発研修 ９人

土木、公営企業など専

門分野における研修ほ

か

職場外研修 39人
北海道市町村職員研修

センター研修など

職場内研修 延べ256人 職場内実務研修など

（１）健康診断の状況（令和３年度）

健康診断の種類 対象者数 受診者数

人間ドック 150人 136人

定期健康診断 61人 61人

※選挙事務に要した手当を含み、会計年度任用職員

　などに要した手当を含めない。

５　職員の研修 ６　福祉・利益の保護

（２）福利厚生事業の負担金の状況（令和３年度）

　１　北海道市町村職員福祉協会負担金　674,320円

　２　美瑛町職員福利厚生会負担金　　　700,000円
　　（特別会計、企業会計、一部事務組合含む　258人）

３　職員の手当の状況

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
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問合せ／保健センター（新型コロナワクチン予約専用ダイヤル）
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 92-7021・☎ 92-7090

新型コロナワクチン接種に関するお知らせ

オミクロン株対応ワクチン接種　対象者判定フローチャート

　

９
月
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
診

断
さ
れ
た
方
（
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
自
己

検
査
で
陽
性
と
な
っ
た
方
を
含
む
）
の
う

ち
保
健
所
に
よ
る
健
康
観
察
対
象
者
（
高

齢
者
・
妊
婦
な
ど
）
以
外
の
方
に
は
、
ご

自
身
に
よ
る
健
康
観
察
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

健
康
管
理
と
自
宅
療
養
を
お
願
い
し
ま
す

　

濃
厚
接
触
者
に
該
当
す
る
の
で
、
不
要

不
急
の
外
出
自
粛
と
健
康
観
察
を
お
願
い

し
ま
す
（
陽
性
者
の
発
症
日
を
０
日
と
し

て
５
日
間
）。

健
康
観
察
（
自
宅
療
養
）
の
期
間
は
？

　

発
症
日
ま
た
は
検
査
日
を
０
日
目
と
し

て
７
日
間
（
か
つ
症
状
軽
快
か
ら
24
時
間

経
過
）。
療
養
解
除
後
も
10
日
間
は
健
康

状
態
の
確
認
や
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

療
養
中
に
体
調
が
悪
化
し
た
ら
？

　

北
海
道
陽
性
者
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０ｰ

３
０
３ｰ

１
１
１
）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

同
居
家
族
の
対
応
は
？

１･ ２回目を接種した

３回目を接種した

４回目を接種した

４回目にオミクロン株

対応ワクチンを接種した

３回目にオミクロン株

対応ワクチンを接種した

「オミクロン株対応
ワクチン接種の対象者」
です

●接種券を持っている方

お手元にある接種券を
ご利用ください

「オミクロン株対応ワクチン接種の対象者」ではありません

12 歳以上の方でオミクロン株対応ワクチンの接種を希望

する場合は、年内に従来のワクチンを受けてください。

オミクロン株対応ワクチンの接種は原則１人１回です。

従来のワクチンは年内で供給が停止になります。

Yes

No

12 歳以上である
No

No

Yes

Yes

No 「オミクロン株対応
ワクチン接種の対象者」
ではありません

Yes

Yes No

「オミクロン株対応
ワクチン接種の対象者」
ではありません

●これから届く方
接種間隔が３カ月に短縮
されます。
※対象者に随時発送

●紛失した方

再発行できます。保健セ
ンターに連絡ください。

No

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
ら

※オミクロン株対応ワクチンの
　後に従来ワクチンを接種する
　ことはできません

※オミクロン株対応ワクチンを
　接種していれば追加の接種は
　必要ありません
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募
集
定
員
／
１
３
０
人

保
育
時
間
／
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時

　

30
分
（
月
～
土
曜
日
）

入
所
で
き
る
基
準
／
生
後
６
カ
月
以
上
の

　

小
学
校
就
学
前
の
児
童

※
た
だ
し
、
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
な
ど

　

の
た
め
に
、
当
該
児
童
を
保
育
す
る
こ

　

と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

募
集
定
員
／
各
30
人

保
育
時
間
／
午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
月

　

～
土
曜
日
）

入
所
で
き
る
基
準
／
各
地
域
に
居
住
す
る

　

満
２
歳
以
上
（
令
和
５
年
４
月
１
日
現

　

在
）
の
小
学
校
就
学
前
の
児
童

※
地
域
外
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
場
合
に

　

は
、
当
該
地
域
児
童
の
入
所
状
況
な
ど

　

に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

入
所
の
手
続
き
／
11
月
１
日
（
火
）
か
ら

　

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
と
各
へ
き
地
保
育
所
、

　

保
健
福
祉
課
で
申
し
込
み
書
な
ど
を
配

　

布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し

　

11
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
入
所
・
入
園
希
望
者
の
受
け
付
け
開
始

　

へ
き
地
保
育
所

　
　

（
美
沢
・
美
田
・
下
宇
莫
別

　
　
　
　
　
　
　
　

朗
根
内
・
ル
ベ
シ
ベ
）

　

ど
ん
ぐ
り
保
育
園

　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

び
え
い
青
葉
幼
稚
園

開
園
時
間
／

　

【
月
～
金
曜
日
】　

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

　

【
土
曜
日
】　

　

午
前
７
時
45
分
～
午
後
５
時
15
分

※
令
和
４
年
度
現
在
、
美
田
お
よ
び
下
宇

　

莫
別
へ
き
地
保
育
所
は
休
所
し
て
い
ま

　

す
が
、
入
所
を
希
望
す
る
場
合
は
保
健

　

福
祉
課
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
室
へ
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
年
度
途
中
の
入
所
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
途
中
に
入
所
を
希
望
さ

　

れ
る
場
合
も
今
年
の
11
月
30
日
（
水
）

　

ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
／

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
室

び
え
い
青
葉
幼
稚
園

☎
92-

４
２
６
２

☎
92-

１
４
８
７

入
園
対
象
／

　

【
幼
稚
園
機
能
】
満
３
歳
以
上
～
小
学

　

校
就
学
前
の
児
童

　

【
保
育
所
機
能
】
満
１
歳
以
上
（
令
和

　

５
年
４
月
１
日
現
在
）
～
小
学
校
就
学

　

前
の
児
童

入
園
の
手
続
き
／
11
月
８
日
（
火
）
か
ら

　

び
え
い
青
葉
幼
稚
園
で
申
し
込
み
書
な

　

ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

　

記
入
し
11
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
年
度
途
中
の
入
園
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
途
中
に
入
園
を
希
望
さ

　

れ
る
場
合
も
11
月
30
日
（
水
）
ま
で
に

　

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
、
入
園
の
ご
希 

　

望
に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
８
日
（
火)

　

●

１
・
２
歳
児
（
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～

　

●

３
～
５
歳
児
（
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
）

　
　

午
前
10
時
45
分
～

場
所
／
び
え
い
青
葉
幼
稚
園

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
園
説
明
会
・
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

令
和
５
年
度
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北
海
道
は
全
国
と
比
較
し
て
家
庭
部
門

と
運
輸
部
門
の
CO2
排
出
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
半
が
積
雪
寒
冷

地
で
あ
り
灯
油
暖
房
の
利
用
が
多
い
こ
と

や
、
生
活
圏
が
広
域
に
分
散
し
て
お
り
自

動
車
に
よ
る
移
動
が
多
い
こ
と
な
ど
が
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ナ
ッ
ジ
（nudge

）
に
は
「
そ
っ
と
後

美
瑛
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
と
未
来
の
た
め
に

北
海
道
の
現
状
と
課
題
は
？

ひ
と
り
ひ
と
り
の
選
択
を

　　

　地球温暖化の要因となっている CO2（二酸化炭素）。中

でも、私たちの家庭から排出される CO2 量は年々増加傾

向にあり、そのうち、通勤・通学・買い物・旅行などの

「移動」に伴う排出量が約２割を占めています（1 世帯当

たりの割合）。

　そこで、日常生活の移動手段を工夫し、CO2 排出量を

削減する取り組み「スマートムーブ」を始めてみません

か。「移動」を見直すことは大きな意味があります。通

勤や通学はもちろん、普段の生活の中で移動手段を自動

車から徒歩や自転車に替えれば、自身の健康づくりにつ

ながるだけでなく、自動車での移動では気付かないよう

な景色や、仲間と一緒に運動を楽しむ、といった新たな

発見ができるかもしれません。

　最近は燃料費も高騰しています。お財布にも環境にも

優しく、CO2 を全く出さない移動方法の自転車や

徒歩は、究極の「エコ」です。みなさんも、身近

なところからはじめてみましょう。

「
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

農
業
委
員
会　

佐
藤
係
長

　

北
海
道
で
は
、
道
内
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
北
海
道
」
の
実
現
に
向
け
て
、
全
国

と
比
較
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
割

合
が
高
い
家
庭
部
門
の
脱
炭
素
化
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

 

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
道
民

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
に
関
す
る
行
動
特

性
を
調
査
分
析
す
る
と
と
も
に
、
行
動
科

学
の
知
見
を
活
用
し
た
行
動
変
容
を
促
す

有
効
な
手
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

効
果
的
な
情
報
発
信
と
行
動
科
学
の
知
見

（
ナ
ッ
ジ
）
の
活
用

北
海
道
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組
み

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

北
海
道
の
調
査
事
業
に
協
力
し
、
冬
季

に
お
け
る
暖
房
の
使
い
方
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
今
月

号
の
折
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地球を守るた
めにタオルを
再 利 用 し ま
しょう

これまでにこ
の部屋に宿泊
した殆どのお
客さまが滞在
中最低１回は
タオルを再利
用しています

35.1％ 49.3％

ﾄﾞｱﾉﾌﾞに設置するﾄﾞﾝﾃﾞｨｽｶｰﾄﾞ

従来の方法に比べて再利用率が向上

（例）宿泊事業者のﾀｵﾙ再利用率向上策

（従来の方法） （ナッジを活用）

押
し
す
る
」「
肘
な
ど
で
つ
つ
く
」
と
い

う
意
味
が
あ
り
、
行
動
科
学
の
知
見
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
よ

り
良
い
選
択
を
自
発
的
に
取
れ
る
よ
う
に

手
助
け
す
る
政
策
手
法
で
す
。
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マイナポイントを受け取るために必要な

マイナンバーカード 申請期限 12 延長の が に月末

マイナポイントの支援窓口を開設しています

問合せ／総務課情報管理係　　　☎ 92-4345
　　　　住民生活課戸籍年金係　☎ 92-4295

役場１階住民生活課で、マイナポイントの申し込みの設定支援をしています。

下記の持ち物を用意して、お気軽にお越しください。

持ち物／

・マイナンバーカード（暗証番号：利用者証明用パスワード（数字４桁）

・申し込むキャッシュレス決済サービスのＩＤ＆セキュリティーコード

・口座情報がわかる通帳・キャッシュカードなど（公金受取口座登録に必要）

マイナポイント申込期限
2023 年２月末

手順はカンタン

４ＳＴＥＰ
STEP １

マイナンバーカード
を取得しよう

STEP ２
マイナポイントの
申し込みをしよう

STEP ３

最大 5,000 円分の
ポイントを取得しよう

STEP ４

のポイントを取得しよう

健康保険証
としての

利用申込み

公金口座の
受け取り

7,500 円分 7,500 円分

※１　公金受取口座とは
給付金などを受け取るための預貯金口座を、１人につき１口座、あらかじめデジタル庁に登録する制度です。登録しておくと、
年金、児童手当など、今後の給付金などの申請をするときに、口座情報の記入や通帳の写しなどを提出する必要がなくなります。

※１

詳しくは、
ホームページを
ご覧ください。

チャージまたはお買い物

をする必要があります
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姜 　 賢 植 井 上 　 温 子 大 場 　 の ぼ る

小 泉 　 暁 寺 地 　 広 将ハ チ  リ チ ャ ー ド ソ ン

アートで町おこし ふ るさと 納 税 の 管 理 運 営 および
新たな返礼品の提 案

グラフィックデザイン、モーション
グラフィックを 用 いた 写 真・映 像
で情 報 発 信

観 光ツアー 参 加 者 に 美 瑛 の農 業、
畑をより深く知ってもらうインター
プリテーションガイド

美瑛の自然を満 喫できるツアーの受
付 や 観 光 客 のマ ナ ー に 対 する施 策
の考案

外 国 人ツ アー 客 の 対 応 や SNS を
使 った 観 光 関 連 の 情 報 発 信、B e 
my BIEI の外 国語版サイト管 理

Hyunsik    Kang Atsuko    Inoue Noboru    Oba

Akira    Koizumi Hiromasa    TerajiHattie　Richardson

私たち地   域おこし協力隊は
美瑛町に   イノベーションを起こします



小 沼 　 雅 義 岸 本 　 雅 宏 武 田 　 昌 宏

山 中 　 潤 一 岩 本 　 美 咲 小 嶋 　 宏 維

美瑛町で事業を展開したい企業・
人 の サ ポ ー ト（ 美 瑛 町 の 地 域 資 源
と企業の経営資源のマッチング）

農福連携事業やってます！ 美 瑛 小 麦 の ブ ラ ン ド 化
への取り組み

十 勝 岳 ジ オ パ ー ク 推 進
協 議 会 の 運 営

チ ャ レ ン ジ シ ョ ッ プ の
企 画 を 構 想 中

自 然 の 村 キ ャ ン プ 場 を 活 用
し て 新 た な 場 所 を 作 る

Masayoshi    Konuma Masahiro    Kishimoto Masahiro    Takeda

Junichi    Yamanaka Misaki    Iwamoto Hiroyuki    Kojima

Hello. 私たち地   域おこし協力隊は
美瑛町に   イノベーションを起こします
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１
日　

日
本
で
最
も
美
し
い
村
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー

８
日　

こ
ど
も
陶
芸
展
表
彰
式

15
～
18
日

    

　

移
住
・
交
流
フ
ェ
ア
、
小
林
製
薬

　
　
　

㈱
訪
問
（
大
阪
府
）
・
美
瑛
つ
な

　
　
　

が
り
ラ
ボ
（
京
都
府
・
兵
庫
県
）

20
日　

全
国
道
路
利
用
者
会
議（
札
幌
市
）

21
～
22
日

　
　
　

 

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
（
石
川
県
）

23
日　

美
瑛
中
学
校
定
期
演
奏
会

25
～
26
日

　
　
　

新
し
い
国
民
運
動
・
官
民
連
携
協

　
　
　

議
会
発
足
式
（
東
京
都
）

27
日　

上
川
町
村
会
臨
時
総
会
、
北
海
道

　
　
　

町
村
会
政
策
懇
談
会
（
札
幌
市
）

28
日　

職
員
採
用
二
次
試
験

31
日　

か
み
か
わ
中
南
部
の
未
来
に
繋
が
る
み
ち

　
　
　
　

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
上
富
良
野
町
）

　
芸
術
の
秋
。
時
間
を
作
っ
て
は
、
美
術

館
を
め
ぐ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
美

術
と
か
ア
ー
ト
が
ま
ち
づ
く
り
に
与
え
る

力
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
大
型
の
展
覧
会
も
多
く
、
見
応

え
が
あ
り
ま
し
た
。
北
海
道
立
近
代
美
術

館
で
は
「
国
宝
・
法
隆
寺
展
」
が
開
か
れ
、

国
宝
の
中
宮
寺
菩
薩
半
跏
思
惟
像
や
夢
違

観
音
な
ど
が
来
道
し
ま
し
た
。
開
館
40
周

年
を
記
念
し
た
道
立
旭
川
美
術
館
の
「
北

斎
展
」
で
は
、
北
斎
と
弟
子
た
ち
の
代
表

的
な
浮
世
絵
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
京
都
で
新
聞
記
者
を
し
て
い
た

こ
ろ
、「
文
化
財
」
担
当
を
し
て
い
た
時

期
が
あ
り
、
国
宝
や
重
文
の
建
築
、
工
芸

品
、
彫
刻
、
絵
画
な
ど
を
間
近
に
見
て
い

ま
し
た
。
本
物
の
持
つ
迫
力
は
言
葉
で
は

表
せ
ま
せ
ん
。
理
屈
で
は
な
く
気
持
ち
を

引
き
つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
柱
跡
な
ど
遺
構
調
査
が

主
に
な
り
ま
す
が
、
陶
器
好
き
の
僕
は
取

材
そ
っ
ち
の
け
で
、
掘
り
出
さ
れ
る
桃
山

時
代
の
織
部
焼
の
鮮
や
か
な
緑
釉
に
目
を

奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
物
に
触
れ
る
機
会
は
大
切
で
す
。
中

で
も
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
で

す
。
９
月
は
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力

で
、
落
語
の
真
打
入
船
亭
扇
治
師
匠
の
高

座
や
、
プ
ロ
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者
楠
光
恵

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
美
瑛
町
で
開
か
れ

ま
し
た
。
貴
重
な
機
会
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
記
念
す
べ
き
10
周
年
を
迎
え
た

「
こ
ど
も
陶
芸
展
in
び
え
い
」
は
、
日
展

会
員
の
南
正
剛
先
生
が
け
ん
引
し
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
子
供
の
こ
ろ
か
ら
芸
術
、
文

化
に
触
れ
る
場
で
あ
り
、
南
先
生
は
先
月

の
表
彰
式
で
「
全
国
の
子
供
た
ち
が
参
加

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
」
と
語
り

か
け
て
い
ま
し
た
。

　
芸
術
作
品
と
そ
れ
を
鑑
賞
す
る
観
客
。

こ
の
よ
う
な
芸
術
の
あ
り
方
か
ら
、
誰
も

が
創
り
、
参
加
で
き
る
「
す
べ
て
の
人
の

た
め
の
ア
ー
ト
」が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
芸
術
の
力
を
社
会
課
題
の
解
決
の

た
め
に
使
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
ト
」

「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
考
え

方
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
ア
ー

ト
に
よ
る
地
域
づ
く
り
で
す
。

　
今
年
度
、
東
京
藝
大
出
身
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
２
人
が
美
瑛
町
で
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
す
で
に
表
現
活
動
を

し
て
き
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
、
彼
ら

の
感
性
と
美
瑛
町
の
風
土
、
文
化
が
出
会

う
こ
と
で
、
何
が
生
ま
れ
、
創
ら
れ
て
い

く
の
か
楽
し
み
で
す
。

　
ど
う
で
し
ょ
う
。
ふ
ら
っ
と
ア
ー
ト
鑑

賞
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

町　長
コラム
vol.40

美瑛町長

角和　浩幸

10
月
の
町
長
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
）

令和４年９月分交際費支出状況

９月分支出額計　　22,240円

月日 件名 金額（円）

9/14 二股地区敬老会に対して（お祝） 8,740

9/16 町長名刺代として 　13,500

※支出状況は毎月お伝えします。

　町ホームページ「町長室から」でも公開します。

交
通
安
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
年
、
町
内
で
交
通
死
亡
事
故
が
３
件

発
生
す
る
な
ど
、
危
険
な
事
故
が
相
次
い

で
い
ま
す
。

　

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
な
ど
基
本
的
な
対
策
で
守
れ
る
命
が

あ
り
ま
す
。
一
人
一
人
が
交
通
安
全
を
意

識
し
、
危
険
な
事
故
の
発
生
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

実
施
期
間

　
11
月
13
日
（
日
）
～
22
日
（
火
）

運
動
の
重
点
項
目

・
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行

　

者
の
安
全
確
保

・
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
と
全
席
シ
ー
ト
ベ

　

ル
ト
着
用

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
冬
の
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
積
雪
や
路

面
凍
結
に
よ
り
交
通
事
故
の
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
安
全
運
転
を
心

が
け
、
事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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美
瑛
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
千
葉
茂
美
氏
が
退
任
さ
れ
、

新
た
に
鈴
木
貴
久
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き

10
月
１
日
付
で
教
育
委
員
会
教
育
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
42
年
余
り
に
わ
た
り
一

般
行
政
職
員
と
し
て
町
行
政
に
勤
労
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
教
育
行

政
の
長
と
し
て
携
わ
る
こ
と
と
な
り
、
そ

の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
日
常
生
活
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
多
く
の
制
約
を

受
け
る
中
、
教
育
を
取
り
巻
く
社
会
構
造

や
、
学
校
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
、
子
ど
も
た
ち
一
人

就
任
に
あ
た
っ
て教

育
長　

鈴
木　

貴
久

一
人
が
持
続
可
能
な
次
代
の
担
い
手
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
ら
の
感
性
と

創
造
性
を
磨
き
、
課
題
を
見
つ
け
考
え
て

解
決
す
る
力
、
行
動
す
る
力
を
育
成
す
る

教
育
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
中
で
も
郷

土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
忘
れ
ず
に
、
地
域

を
支
え
、
世
に
羽
ば
た
い
て
い
く
人
材
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

美
瑛
町
教
育
振
興
基
本
計
画
で
示
す
教

育
の
目
標
や
重
点
の
実
現
に
向
け
、
教
育

委
員
を
始
め
、
学
校
と
家
庭
や
地
域
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
開
か
れ
た
学
校
運
営

を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
学

校
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
を
拝

聴
し
な
が
ら
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

教
育
行
政
を
展
開
す
る
た
め
、
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

美
瑛
町
教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

今
月
の
特
集
展
示

　

秋
の
夜
長
に

　

「
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
！
」

　

「
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
！
」
は

１
９
８
８
年
か
ら
始
ま
っ
た
ミ
ス
テ

リ
ー
小
説
の
ブ
ッ
ク
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、

２
０
０
２
年
か
ら
は
新
人
賞
と
し
て
「
こ

の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
！
大
賞
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
今
年
４
月
に
ド
ラ
マ
化
さ

れ
た
新
川
帆
立
の
「
元
彼
の
遺
言
状
」
な

ど
は
記
憶
に
新
し
い
で
し
ょ
う
。

　

過
去
34
年
の
国
内
編
１
位
の
作
品
と
大

賞
作
を
集
め
た
特
集
展
示
を
行
い
ま
す
。

選
び
抜
か
れ
た
ミ
ス
テ
リ
ー
作
品
を
、
秋

の
夜
長
に
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。 図

書
館
だ
よ
り
　
電
　
話
92
‐
１
２
５
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
92
‐
４
８
７
７

◇
日
時
／
11
月
12
日
（
土
）

　

 
  

午
後
１
時
30
分
～
２
時

◇
幼
児
（
親
子
）
向
け

　

日
時
／
11
月
26
日
（
土
）

　

 
  

午
前
10
時
30
分
～
11
時

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

よもー
（お）

か

寒くなってきた
から風邪ひかな
いように気をつ
けよう！

館
長
の
イ
チ
オ
シ
！

「
実
家
じ
ま
い　

お
わ
ら
せ
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

松
本
明
子
／
著

　

タ
レ
ン
ト
・
松
本
明
子
が
、
遠
方
に
あ

っ
た
実
家
を
た
た
む
ま
で
の
顛
末
を
、
面

白
お
か
し
く
も
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
た
っ
ぷ

り
に
語
っ
た
一
冊
。
亡
き
父
の
願
い
を
叶

え
る
た
め
、
空
き
家
と
な
っ
た
実
家
を
25

年
も
の
あ
い
だ
維
持
。
草
刈
り
や
家
屋
の

修
繕
、
香
川
と
東
京
間
の
交
通
費
な
ど
維

持
費
用
は
総
額
１
８
０
０
万
円
に
の
ぼ
っ

た
と
か
。

　

「
実
家
の
空
き
家
問
題
と
は
な
に
か
」

を
、
体
験
談
と
専
門
家
と
の
対
談
を
交
え

て
具
体
的
に
解
き
明
か
し
、
そ
の
対
策
を

提
案
す
る
一
冊
で
す
。
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　　   　 ９月の
　　   　 健康マイレージ状況

◇新規エントリー　２人
一緒に頑張りましょう！

◇20マイル達成　  ７人

おめでとうございます！

☆マイレージ参加者☆

804人

合計（延べ人数）

KU
健診
　受けよう

美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
　
話
92
‐
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
０
５
７

す
こ
や
か
広
場

が
ん
が
進
行
す
る
前
に

　

肺
が
ん
や
胃
が
ん
な
ど
、
臓
器
の
表
面

（
上
皮
）
で
発
生
す
る
タ
イ
プ
の
が
ん
は
、

左
の
図
の
よ
う
に
進
行
し
ま
す
。

　

図
の
②
、
③
の
よ
う
に
、
異
常
な
細
胞

が
上
皮
内
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
を

「
上
皮
内
新
生
物
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の

段
階
で
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
多

く
の
場
合
手
術
で
取
り
除
く
こ
と
が
で

き
、転
移
の
リ
ス
ク
も
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

が
ん
は
、
遺
伝
子
が
傷
つ
く
こ
と
に

よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
異
常
な
細
胞

が
大
量
に
増
殖
し
た
り
、
正
常
な
細
胞
を

壊
し
た
り
す
る
こ
と
で
身
体
に
害
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　

現
代
で
は
、
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が

が
ん
に
か
か
り
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で

亡
く
な
る
と
い
わ
れ
、
日
本
人
の
死
因
の

第
１
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
人
に
１
人
が
か
か
る
病
気

検
診
で
早
期
発
見
を

　

検
診
を
受
診
し
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
転
移
や
死
亡

の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
が
ん

が
あ
り
ま
す
。

　

美
瑛
町
で
は
、
早
期
発
見
が
有
効
な
が

ん
に
つ
い
て
次
の
通
り
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

定
期
的
に
受
診
を

③複数の遺伝子の異常が
　蓄積した細胞が増えて
　かたまりを作り、周囲
　に広がりやすくなる

がんの発生と進行の仕組み

②遺伝子に傷がついた異
　常な細胞ができる

①正常な組織

④異常な細胞が基底膜を
　越えて周りに広がる
　（浸潤）

⑤血管などに入り込んで
　全身に広がる（転移）

引用：国立がん研究センターがん情報サービス

　

子
宮
が
ん
と
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
１

度
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
、
前

立
腺
が
ん
検
診
は
毎
年
受
診
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
検
診
で
が
ん
の

疑
い
が
あ
っ
た
場
合
は
必
ず
精
密
検
査
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
92-

７
０
０
０
）
で
行
う
集
団
健
診
と
、
旭
川

が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
（
☎
53-

７
１
１
１
）

で
行
う
個
別
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
各
施
設
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

美
瑛
町
の
昨
年
度
の
が
ん
検
診
の
受
診

率
は
２
割
程
度
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
検
診
を
受
け
て
、
が
ん
を
早
期
発

見
・
早
期
治
療
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 〇

20
歳
以
上
の
女
性

　

子
宮
が
ん
検
診
（
細
胞
診
）

〇
30
歳
以
上
の
方

　

胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

　

肺
が
ん
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）

　

大
腸
が
ん
検
診
（
便
検
査
）

〇
30
歳
以
上
の
女
性

　

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

〇
50
歳
以
上
の
男
性

　

前
立
腺
が
ん
検
診
（
血
液
検
査
）

美
瑛
町
で
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診
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問
合
せ
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
92ｰ

４
２
４
８

フ
レ
イ
ル
に
負
け
な
い
か
ら
だ
を
作
ろ
う

フ
レ
イ
ル
っ
て
？

加
齢
な
ん
て
吹
き
飛
ば
せ
！

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
と
と
も
に
心
身

の
活
力
が
低
下
し
、
要
介
護
状
態
に
な
る

危
険
性
が
高
く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま

す
。
健
康
と
要
介
護
の
中
間
に
位
置
し
、

放
っ
て
お
く
と
要
介
護
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
の
自
粛
や
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
な
ど
の
事
情
も
あ
っ
て
、
屋
外
で

の
活
動
に
消
極
的
だ
っ
た
人
だ
け
で
な

く
、
積
極
的
に
身
体
を
動
か
し
て
き
た
人

で
あ
っ
て
も
そ
の
機
会
が
減
っ
て
し
ま

い
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
フ
レ
イ
ル
に
な
っ

て
い
る
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

フレイルセルフチェック

ひとつでも当てはまれば、フレイル予防に取り組もう

６カ月間で体重が

２～３kg 減った

外出や人と話すことが減った

ペットボトルのふたが
開けにくくなった

横断歩道を青信号の間に
渡りきるのが難しくなった

元気アップ！体操講座

いつでも誰でも始められる健康づくり

　保健師、理学療法士、作業療法士、管理栄養士

が運動や栄養などについてお話し、効果的な体操

を行います。

　また、講座に参加された方が、自分たちの地域

や友だち同士で体操会を作りたい、老人クラブや

町内会の集まりで体操を取り入れたいなどの希望

があれば、療法士が一緒に体操を考え、その活動

をサポートします。

開催日　　11 月 22 日（火）・29 日（火）（全２回）

時間　　　午前 10 時～正午

場所　　　町民センター３階大会議室

申込締切　11 月 18 日（金）

申込み　　地域包括支援センターまで

　　　　　電話（☎ 92-4248）で申し込みください。

フ
レ
イ
ル
に
早
め
に
気
づ
き
対
策
を

　

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の
３
つ
の
柱

は
「
運
動
」「
栄
養
」「
社
会
参
加
」 

で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
３
つ

の
柱
の
う
ち
、
自
分
の
ど
こ
が
弱
っ
て
き

て
い
る
か
を
よ
り
早
く
発
見
し
て
日
常
生

活
を
見
直
す
な
ど
の
正
し
い
対
処
を
す
れ

ば
、
フ
レ
イ
ル
の
進
行
を
抑
制
し
た
り
、

健
康
な
状
態
に
戻
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
適
度
な
運
動
を

　

運
動
を
す
る
こ
と
で
筋
量
、
骨
格
筋
機

能
が
上
が
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
趣
味

を
始
め
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
人
と
会
う
機
会
も
増
え
、
気
持

ち
も
明
る
く
な
り
ま
す
。

　

運
動
を
習
慣
化
す
る
た
め
に
、
町
内
会

や
サ
ー
ク
ル
な
ど
気
の
知
れ
た
仲
間
と
一

緒
に
体
操
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
体
操
を
始
め

て
み
た
い
と
い
う
方
を
対
象
に
「
元
気

ア
ッ
プ
体
操
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

出
張
出
前
講
座
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

今
回
の
講
座
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
け

ど
町
内
会
や
サ
ー
ク
ル
で
体
操
を
取
り
入

れ
て
み
た
い
と
思
っ
た
方
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

療
法
士
が
お
伺
い
し
、
出
張
出
前
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

あなたは大丈夫？

以前より疲れやすくなった
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ご
存
知
で
す
か
？

「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
」

ちょこっと

防　　災

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は

弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
大
規
模
テ
ロ

な
ど
の
武
力
攻
撃
情
報

ー　

配
信
さ
れ
る
主
な
情
報　

ー

　

国
民
保
護
法
に
基
づ
き
、
弾
道
ミ
サ
イ

ル
情
報
、
緊
急
地
震
速
報
な
ど
、
対
処
に

時
間
的
余
裕
の
な
い
事
態
に
関
す
る
情
報

を
、
携
帯
電
話
な
ど
に
配
信
さ
れ
る
緊
急

速
報
メ
ー
ル
と
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
町

民
の
皆
さ
ん
に
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

緊
急
地
震
速
報
（
震
度
４
以
上
）

気
象
な
ど
の
特
別
警
報

噴
火
速
報

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
活
用
し
た
情
報
伝
達
試
験

を
実
施
し
ま
す

　

各
家
庭
の
戸
別
受
信
機
を
使
い
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
の
で
、
災
害
と
間
違
わ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
16
日
（
水
）
午
前
11
時

　

な
お
、
戸
別
受
信
機
が
聞
こ
え
な
か
っ

た
場
合
は
、
総
務
課
危
機
対
策
室
（
☎
92

‐
４
３
４
５
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
ち
ょ
こ
っ
と
防
災
で
し
た
。

被害を防ぐ有効な手段はありませんが、着弾した際の
爆風や破片などの飛散から少しでも被害を軽減し、自
らの命を守るためには、次のことを心掛けてください。

弾道ミサイル情報が発せられたら？

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
以
外
の
情
報
も

　
　
　
　
　
　
　
　

配
信
さ
れ
ま
す

近くの建物に避
難する。

屋内にいる場合建物がない場合 屋外にいる場合

窓から離れる。窓
のない、窓の小さ
い部屋に移動する。

物陰に身を隠す。
地面に伏せて頭
部を守る。

自
由
研
究
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　

夏
休
み
自
由
研
究
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
（
美
瑛
町
・
上
富
良
野
町
の
全
児
童

対
象
）
の
審
査
を
行
い
、
協
議
会
長
賞
、

部
会
長
賞
、
入
選
作
品
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
ど
れ
も
甲
乙

付
け
難
い
ほ
ど

発
想
に
富
み
、

心
を
掴
ま
れ
る

も
の
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
来
年
も
ま
た

応
募
い
た
だ
け

る
こ
と
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま

す
。

　

第
３
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
第
１
期
に

は
、
１
１
６
５
件
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
審
査
委
員
長
の
中
西
敏
貴

氏
に
よ
り
各
部
門
の
選
考
が
行
わ
れ
、
加

藤
寛
満
さ
ん
の
作
品
「
十
勝
岳
に
昇
る
月

食
」
が
最
優
秀
賞
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
当
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

～　

協
議
会
長
賞　

～

一
年
生　

あ
い
ざ
わ　

か
な
と
さ
ん

二
年
生　

い
ま
い　

よ
し
ひ
こ
さ
ん

三
年
生　

庄
司　

樹
生
さ
ん

四
年
生　

藤
井　

惣
太
さ
ん

五
年
生　

太
田　

健
さ
ん

六
年
生　

伊
藤　

結
さ
ん

第
３
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

第
１
期
の
結
果
発
表

「十勝岳に昇る月食」　加藤寛満さん
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Photo information　ー　フォトインフォメーション　ー

　

９
月
23
日
、
丘
の
ま
ち
び
え
い
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
日
程
を
１
日
に
短
縮
し
、
80
キ
ロ
コ
ー
ス
の
み
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
２
６
３
人
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
が
降
る
中
、
参
加
者
た
ち
は
懸
命
に
ペ
ダ
ル
を
漕
ぎ
、
起

伏
に
富
ん
だ
険
し
い
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

今
大
会
も
町
民
や
関
係
団
体
を
は
じ
め
、
陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
な
ど
大

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

丘
の
ま
ち
び
え
い
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド

第
13
回



－20－

Photo information　ー　フォトインフォメーション　ー

100 歳おめでとうございます

　９月 28 日、今年 100 歳を迎えた皆さんのご自

宅を角和町長が訪問し、長寿をお祝いする記念品

をお贈りしました。

　町長は「おめでとうございます。これからもお

元気でお過ごしください」と声をかけ、内閣総理

大臣からの銀杯や表彰状、町からの記念品などを

手渡しました。

　記念品を受け取った皆さんは「ありがとうござ

います」と、にこやかにお礼を述べられていました。

農福連携でトマトジュース作り

ごみ拾いで町を美しく

　10 月１日、美瑛町日本で最も美しい村づくり

協議会が「缶トリー作戦」を実施しました。

　この活動は「日本で最も美しい村」連合の設立

日を「ビューティフルデー」と位置づけ、全国の

加盟町村が一斉に環境美化活動などに取り組んだ

ものです。

　参加者はパッチワークの路やパノラマロードな

どでごみを拾い、総重量およそ 50kg のごみを回

収することができました。

　参加いただいた皆さん、ありがとうございました。

こども陶芸展 in びえい 表彰式

　10 月８日、「第 10 回こども陶芸展 in びえい」

表彰式が開催され、入賞者の皆さんへ表彰状と記

念品が渡されました。

　南泉審査委員長は「こども陶芸展が始まった頃

は実用的な食器などの作品が多かったが、回を重

ねるごとに自分の気持ちを込めた自由な作品が増

えてきました。これからも自由な発想で作られた

作品を楽しみにしています」と講評しました。

　入賞された皆さん、おめでとうございます。最優秀賞

帯広小学校６年生 加藤 郁さん
「おひるねキングはテレビの上」

　10 月７日、農福連携事業の実習生が、自分た

ちで育てたトマトを加工して作ったトマトジュー

スを角和町長へ進呈しました。

　実習生は「苗植えから瓶のラベル貼りまで一生

懸命作業しました。ぜひ飲んでください」と笑顔

で挨拶しました。

　今後も農産物の加工をはじめ、さまざまな作業

で生産者のお手伝いができるよう実習を続けてい

きます。
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除菌シートを寄贈いただきました

　小林製薬株式会社（小林章浩代表取締役社長）

から地域貢献の一環として、除菌シート「ウィル

テクト高濃度アルコール除菌＆拭きとりウェッ

ト」約３千個を寄贈いただきました。

10 月 17 日には、角和町長が小林製薬株式会社

本社（大阪市）を訪問し、感謝の意を表しました。

　寄贈された除菌シートは、役場庁舎の窓口や小

中学校などで使用させていただきます。

　温かいご支援ありがとうございました。

美瑛産野菜を食べて体験

　10 月 18 日と 20 日、町内の中学３年生を対象

とした食育授業「丘の恵みを楽しく食べよう」が

レストラン「アスペルジュ」で行われました。

生徒たちはニンジンのムースやジャガイモのパ

ンなど、美瑛の食材をふんだんに使った本格的な

ランチコースを堪能しました。

「こんなおいしい野菜が食べられる美瑛が誇ら

しいです」との声も聞かれ、美瑛産食材のおいし

さをあらためて実感した様子でした。

旭小学校校舎（昭和32年撮影）

写真でタイムスリップ
十勝岳火山活動札幌管区気象台発表

　旭小学校は、明治34年９月旭簡易教育所とし

て開所したのが始まりです。旭地区開拓の祖で

ある小林直三郎は「一日も早くこの地に児童教

育機関を設けなければならない」という志を抱

いていました。写真の旧校舎は昭和24年から使

われ、昭和56年には新校舎が完成しました。旭

小学校は平成21年に閉校しましたが、校舎は平

成27年から「地域人材育成研修交流センター」

として活用されています。

丘のまち郷土学館「美宙」では、昔の写真を探しています。

お持ちの方はぜひご連絡ください。（☎74-6116）

旭小学校

懐かしのびえい

　監視カメラによる観測では、62-２火口の

噴煙の高さは火口縁上400ｍ以下、大正火口

の噴煙の高さは概ね200ｍ以下、振子沢噴気

孔群の噴気の高さは火口縁上概ね200ｍ以下

で経過しました。

62-２火口で22日および23日にごく微弱な

発光現象を観測しました。この現象は2020

年６月以降時折観測されています。

　また、７日に振幅が小さく継続時間の短

い火山性微動を１回観測しました。

　十勝岳では、火山活動の活発化を示す現

象が観測されていますので、今後の活動推

移には注意が必要です。

　噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山で

あることに留意）の予報事項に変更はあり

ません。

９月の火山活動

問合せ／
札幌管区気象台
☎011-611-6127

山根聡専務取締役



暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

【
家
族
世
帯
向
け
】

・
東
町
団
地
７
６
３
号
室　
　
　

３
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　

９
４
０
０
～
１
４
０
０
０
円

　

※
単
身
の
方
も
申
し
込
み
可
能
で
す
。

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
団
地
内
の
美
化
、
清
掃
、
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

☎
92-

４
２
９
４　

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員

　

で
な
い
こ
と

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
12
月
上
旬
以
降

募
集
期
間
／
11
月
１
日（
火
）～
18
日（
金
）

応
募
方
法
／
住
民
生
活
課
③
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付

　

し
て
提
出
し
て
だ
さ
い
。

　

広
報
10
月
号
で
募
集
し
た
住
宅
の
う
ち
、

応
募
が
な
か
っ
た
住
宅
は
11
月
に
再
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
窓
口
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
　
集

①
建
設
水
道
課
維
持
係

職
種
／
建
設
機
械
運
転
技
術
員

募
集
人
員
／
１
人
（
書
類
選
考
、
面
接
に

　

よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
）

業
務
内
容
／
冬
期
間
に
お
け
る
町
内
の
除

　

排
雪
、
早
朝
・
深
夜
を
含
む
運
転
業
務

募
集
条
件
／
大
型
１
種
、
大
型
特
殊
１
種

　

免
許
取
得
者
で
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技

　

能
講
習
（
整
地
、
運
搬
、
積
み
込
み
お
よ

　

び
掘
削
用
）
を
修
了
し
、
建
設
機
械
（
ロ
ー

　

タ
リ
ー
、
ド
ー
ザ
ー
、
グ
レ
ー
ダ
ー
な
ど
）

　

の
運
転
作
業
経
験
を
有
す
る
方

雇
用
期
間
／
12
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日

勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
月
曜
～
金
曜

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

報
酬
／
日
額　

９
０
０
９
円
（
経
験
に

　

よ
っ
て
加
算
、
条
例
に
基
づ
く
時
間
外

　

報
酬
・
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）

保
険
適
用
／
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

応
募
方
法
／
11
月
11
日　

（
金
）
ま
で
に
、

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
に
運
転
免
許
証

　

と
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
修

　

了
証
の
写
し
を
添
え
て
建
設
水
道
課
へ

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
建
設
水
道
課
管
理
係

職
種
／
事
務
補
助
員

募
集
人
員
／
１
人
（
書
類
選
考
、
面
接
に

　

よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
）

勤
務
場
所
／
美
瑛
町
役
場

業
務
内
容
／
事
務
補
助
な
ど

募
集
条
件
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

　

き
る
方

雇
用
期
間
／
令
和
５
年
１
月
10
日
～
３
月
31
日

勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
月
曜
～
金
曜

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

報
酬
／
日
額　

６
６
１
９
円
（
条
例
に

　

基
づ
く
通
勤
手
当
を
別
途
支
給
）

保
険
適
用
／
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

応
募
方
法
／
11
月
15
日　

（
火
）
ま
で
に
、

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
建
設
水
道
課

　

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

職
種
／
町
民
ス
キ
ー
場
従
業
員
お
よ
び
歩

　

く
ス
キ
ー
コ
ー
ス
整
備
作
業
員

①
建
設
水
道
課
維
持
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

４
４
３
１

②
建
設
水
道
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

４
４
４
９

③
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

４
１
４
１

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

募
集
人
員
／
７
人
程
度
（
書
類
選
考
、
面

　

接
に
よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
）

雇
用
期
間
／
12
月
中
旬
～
令
和
５
年
３
月

　

上
旬(

予
定)

勤
務
時
間
（
シ
フ
ト
制
）
／

　

平
日

　
　
午
後
０
時
45
分
～
午
後
７
時
15
分

　
土
・
日
・
祝
日
・
冬
休
み
期
間

　　

①
午
前
８
時
45
分
～
午
後
１
時
45
分

　
　

②
午
後
１
時
45
分
～
午
後
７
時
15
分

報
酬
／
時
給　

１
１
２
９
円
（
条
例
に
基

　

づ
く
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）

応
募
方
法
／
11
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
、

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）　

を
文
化
ス
ポ

　

ー
ツ
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅
／

・
西
町
２
丁
目
３
番
22
号　
　
　
　

１
戸

　

  
   

     
   

 

月
額　

５
０
０
０
円

・
南
町
１
丁
目
２
番
25
号　
　
　
　

１
戸

　

  
   

     
   

 

月
額　

５
０
０
０
円

※
電
気
料
・
水
道
料
・
共
有
部
分
は
別
途

　

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
浴
室
・
洗
濯
機
は
共
同
利
用
で
す
。

募
集
期
間
／
11
月
１
日（
火
）～
18
日（
金
）

応
募
方
法
／
保
健
福
祉
課
⑤
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

　

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
福
祉
住
宅
入
居
者
募
集

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５　

－22－



　
美
瑛
町
観
光
協
会
主

催
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
入
賞
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

期
間
／
11
月
１
日
（
火
）

　

～
13
日
（
日
）

　
生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
／
11
月
16
日
（
水
）

時
間
／
①
午
後
０
時
30
分
～
１
時
20
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ
／
開
催
日
前
日
の
午
後

　

３
時
ま
で
に
、
か
み
か
わ
生
活
あ
ん
し

　

ん
セ
ン
タ
ー
（
☎
38-

８
８
０
０
）
に

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
健
・
福
祉

保
健
福
祉
課
社
会
係

☎
92-

４
２
４
５　

生
活
・
仕
事
相
談
会
の
開
催

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
美
瑛
の
丘
の
風
景
を
見
い
だ
し
、
世

界
に
広
め
た
前
田
真
三
。
こ
の
夏
に
ビ
・

エ
ー
ル
で
展
示
し
て
い
た
作
品
の
一
部

を
図
書
館
で
再
び
展
示
し
ま
す
。

期
間
／
11
月
1
日
（
火
）
～
29
日
（
火
）

前
田
真
三
生
誕
１
０
０
周
年

丘
の
ま
ち
び
え
い
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
展
示
会

町
立
病
院
の
受
付
お
よ
び
診
療
時
間

美
瑛
町
立
病
院

☎
68-

７
１
１
１　

●
受
付
時
間(

整
形
外
科
を
除
く
）

　

午
前
／
７
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
／
０
時
30
分
～
４
時
30
分

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み（
午
後
４
時
ま
で
）

●
診
療
時
間

　

午
前
／
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
／
１
時
～
５
時

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み

図
書
館
壁
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

１
２
５
１

　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　

 

水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
・
23
日
・
30
日

丘
の
ま
ち
交
流
館 

ビ
・
エ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

５
６
７
７

　
開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

休
館
日
／
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

　
「
小
学
生
夏
休
み
自
由
研
究
コ
ン
ク
ー

ル
」
お
よ
び
「
第
３
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
入
選
作
品
と
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

の
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。

期
間
／
11
月
15
日
（
火
）

　

～
27
日
（
日
）

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
パ
ネ
ル
展

保
健
福
祉
課
社
会
係

☎
92-
４
２
４
５　

「
く
ら
し
の
安
定
実
現
事
業
」

申
込
期
限
を
延
長
し
ま
す

　
７
月
号
広
報
折
込
み
チ
ラ
シ
で
お
知

ら
せ
し
た
「
く
ら
し
の
安
定
実
現
事
業
」

の
申
請
期
限
を
令
和
５
年
１
月
末
ま
で

延
長
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
世
帯
の
方
で
ま
だ
申
請
さ

れ
て
い
な
い
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
世
帯
／

①
世
帯
構
成
員
全
て
が
非
課
税
の
世
帯

　

※
長
期
入
院
、
入
所
な
ど
で
家
を
空
け

　
　

て
い
る
場
合
を
除
き
ま
す
。

②
令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
の
収
入
が

　

急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
相
当
収
入
と

　

な
っ
た
世
帯

　

※
簡
易
な
収
入
見
込
額
の
申
立
書
の

　
　

提
出
が
必
要
で
す
。

助
成
内
容
／

　

対
象
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯
あ
た
り

　

６
万
円
相
当
の
Be
コ
イ
ン
を
付
与
し

　

ま
す
。

申
請
方
法
／
保
健
福
祉
課
窓
口
に
備
え

　

付
け
の
申
請
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

整
形
外
科
診
療
日
／
11
月
２
・
16
日
（
水
）

　

受
付
時
間　

午
前
７
時
30
分
～
11
時
30
分

　

担
当
医
師　

旭
川
医
科
大
学
派
遣
医
師

※
12
月
以
降
の
診
療
日
は
広
報
び
え
い
12

　

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

－23－



－24－

暮らしのお知らせ

発
生
材
・
売
り
払
い
重
量
／

　
鋼
材　

　
　
　
　
推
定
重
量
６
・
25
㌧

　

ス
テ
ン
レ
ス
　
　
推
定
重
量
１
・
36
㌧

※
購
入
業
者
が
計
量
し
契
約
重
量
を
決
定
。

見
積
書
記
載
額
／
１
kg
当
た
り
の
単
価

見
積
参
加
資
格
／
町
内
に
居
住
す
る
個
人

　

ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
で
、
金

　

属
く
ず
商
許
可
の
資
格
を
有
す
る
者

現
場
説
明
会
／
11
月
９
日
（
水
）
午
前
９
時

現
場
説
明
会
会
場
／
役
場
３
階
第
１
会
議
室

※
説
明
会
終
了
後
、
発
生
材
置
き
場
へ
移

　

動
し
、
現
物
確
認
を
行
い
ま
す
。

公
共
工
事
で
発
生
し
た
鋼
材
な
ど

の
売
り
払
い
を
実
施
し
ま
す

建
設
水
道
課
管
理
係

              

　

☎
92-
４
４
４
９

そ
の
他

見
積
書
提
出
日
／
11
月
16
日
（
水
）
午
前
９
時

見
積
合
わ
せ
会
場
／
役
場
３
階
第
１
会
議
室

引
き
渡
し
方
法
／
現
地
引
き
渡
し
（
解
体
お

　

よ
び
積
み
込
み
は
購
入
業
者
が
行
う
こ
と
）

引
き
渡
し
期
限
／
11
月
30
日
（
水
）
ま
で

　

見
積
合
わ
せ
参
加
希
望
者
は
、
押
印
し

た
町
指
定
様
式
の
見
積
書
（
建
設
水
道
課

で
受
け
取
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
）
と
金
属

く
ず
商
許
可
書
の
写
し
を
当
日
会
場
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）」
の
試
験
放
送
を
各
家
庭
の
戸
別
受

信
機
を
使
い
行
い
ま
す
。

　

災
害
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

日
時
／
11
月
16
日
（
水
）
午
前
11
時

　
　
　Ｊ

ア
ラ
ー
ト
の
情
報
伝
達
試
験

を
実
施
し
ま
す

総
務
課
危
機
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
１
６

　
　
　

「
健
康
と
く
ら
し
の
調
査
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

大
雪
地
区
広
域
連
合
介
護
保
険
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
82-

３
６
９
７

　

令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る
第
９
期
介
護

　
　
　ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ご
み
専

用
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
終
了

に
つ
い
て

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
４

　
５
カ
所
（
町
民
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
北
区
行
政
区
会
館
）
に
、
夏
期
期

間
限
定
で
設
置
し
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス

は
、
11
月
17
日
で
使
用
を
終
了
し
ま
す
。

　

な
お
、
役
場
東
側
駐
車
場
入
り
口
に
設

置
し
て
い
る
プ
ラ
ご
み
専
用
回
収
ボ
ッ
ク

ス
は
１
年
を
通
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
　
　年

末
調
整
な
ど
に
関
す
る
お
知

ら
せ

旭
川
東
税
務
署

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
23-

６
２
９
１

　
毎
年
、
源
泉
徴
収
義
務
者
の
皆
さ
ん
に

お
送
り
し
て
い
た「
年
末
調
整
の
し
か
た
」

な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
代
え
て
、
今
年

度
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
や
年
末
調

整
手
続
き
の
概
要
を
案
内
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
な
ど
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
年

末
調
整
が
よ
く
わ
か
る
ペ
ー
ジ
」
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
は
、

電
子
申
告
「
e
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

文
　
化

▼
ぴ
か
り
望
遠
鏡
延
長
公
開

日
時
／
11
月
19
日
（
土
） 

午
後
８
時
ま
で

※
同
日
、
ミ
ニ
天
文
講
座
を
午
後
６
時
30

　

分
か
ら
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
悪
天
候

　

の
場
合
は
翌
日
へ
順
延
し
ま
す
。

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美
宙
」

　
　
　
　
　
　

 
☎
74-

６
１
１
６

　
開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

休
館
日
／
毎
週
火
曜
日

▼
皆
既
月
食
観
察
会

　

約
１
年
ぶ
り
の
特
別
な
天
文
現
象
を
観

察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
11
月
８
日
（
火
）

　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
15
分

場
所
／
美
宙
駐
車
場

参
加
料
／
無
料

※
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
介
護

状
態
に
な
る
前
の
高
齢
者
の
介
護
リ
ス
ク

や
社
会
参
加
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
に
調
査
用
紙
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
11
月
７
日
（
月
）
～
28
日
（
月
）

対
象
者
／
美
瑛
町
内
に
お
住
ま
い
の
９
月

　

30
日
現
在
65
歳
以
上
の
方
で
、
要
介
護

　

（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

国税庁

eＬＴＡＸ
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短　歌
（美瑛すずらん短歌会選）

俳　句
（群峰選）

藍
染
の
財
布
壁
掛
け
求
め
た
る
老
い
て
も
欲
す
女
心
か
な

新
星
第
五　

 

小
野
寺
貴
代
子

例
会
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
祭
り
日
に
元
気
良
き
声
秋
空
に
響
く南

町
一　

  

　

 

田
中　

幸
穂

年
毎
に
台
風
被
害
甚
大
に
孫
の
世
代
は
如
何
に
と
憂
い
ぬ　

旭
町
三 

 　

 　

守
谷　

忠
弘

息
こ

子
に
貰
ふ
白
樺
の
樹
液
の
一
瓶
が
心
と
体
の
傷
口
癒
す

本
町
一　

 

　
　

杉
本　
　

光

今
年
又
昔
植
え
た
る
親
知
ら
ず
子
知
ら
ず
の
花
一
斉
に
咲
く新

星
第
三　

   

下
平　

公
枝

葬
儀
さ
え
流
行
あ
る
か
家
族
葬
慣
れ
ぬ
仲
間
の
戸
惑
い
露

あ
ら
わ

に旭
第
四　

 

　
　

谷
口
　
健
三

「
赤
い
く
つ
」
と
言
う
名
の
バ
ス
秋
う
ら
ら 

　
　
　
　

 

南
町
一　
　
　

 

為
井
め
ぐ
み

ポ
ケ
ッ
ト
に
余
る
木
の
実
や
里
心　
　
　
　
　
　

 　
　

旭
町
二　
　

   

鎌
田　

光
春

菜
園
を
更
地
に
戻
し
秋
収
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

丸
山
一　
　
　

 

髙
木　

瑛
峰

コ
ー
ヒ
ー
と
焼
き
た
て
パ
ン
に
虫
の
声  　
　
　
　
　

 

五
稜
第
一　

 

　

三
浦
ひ
か
り

静
か
な
り
虫
の
音
の
み
の
降
り
し
夜 　

  　
　
　
　
　

赤
羽　
　
　
　

 

中
村
ゆ
き
え

雑
草
の
虫
の
骸
を
覆
い
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

幸
町
二　

 　
　

浜
田　

恵
子

男
で
す
辛
抱
強
く
ち
ち
ろ
虫　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

水
沢
春
日
台　

 

舟
山　

初
枝

戸籍の窓
    　令和４年９月１日から

    　令和４年９月30日までの届出分

人の動き

　　 　　4,825世帯　（+15）

   男　 　4,500　人　（+ 3）

   女　 　5,108　人　（+11）

　合計　 9,608　人　（+14）

（ ）は前月比　

たんじょうおめでとう

   氏　名  　性別　  住　所

吉岡美
び あ き

明希　 男　 東町４丁目

本山陽
や ま と

真士　 男　 字美沢早崎

安東　壱
い ち る

流　 男　 字美沢早崎

おくやみ申しあげます

　氏　名　  年齢   　住　所

鈴木　峰雄　 92    字上宇莫別藤山

餌取　洋子　 92　 字置杵牛協英

草野　恒之 　67    字旭第２

齊藤　忠雄　 87    字瑠辺蘂第３ 

増山　政雄　 94 　寿町１丁目

中内　光俊　 83　 字大村大久保第１

佐渡　和子 　95　 寿町１丁目

　　（敬称略）　

町内の交通事故

　　　　令和４年８月１日～31日

　 ▼発　　生　   0件（  5件）【   9件】

　 ▼死　　亡　   0人（  1人）【　1人】

　    負 傷 者　   0人（  7人）【 11人】

（ ）は令和４年１月～８月末までの累計

【 】は令和３年１月～８月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

令和４年１月１日～９月30日

　　  ▽火災　　　6件（　8件）

　　  ▽救急　   471件（412件）

　　  ▽救助　　  10件（　4件）

（ ）は前年同期間の件数

問合せ／商工観光交流課　　☎92-4321

※12月31日（土）～１月３日（火）

　は、ライトアップ時間を翌日

　午前２時まで延長します。

※ライトアップは、気象状況な

　どにより中止する場合があり

　ます。

※町民の方の駐車料金は無料で

　す。町民であることを確認で

　きるもの（免許証など）を駐

　車場係員へ提示してください。

白金「青い池」ライトアップ
11月１日（火）～令和５年４月30日（日）

ライトアップ時間

下記時刻から午後９時まで

11月　午後５時～

12月　午後４時30分～

１月　午後５時～

２月　午後５時30分～

３月　午後６時～

４月　午後６時30分～



令
和
四
年
十
一
月
一
日
発
行
／（
〒
０
７
１
‐
０
２
９
２
）北
海
道
上
川
郡
美
瑛
町
本
町
四
丁
目
六
番
一
号

編
集
・
美
瑛
町
総
務
課
広
聴
広
報
係
（
０
１
６
６
）
92-

４
３
４
５

印
刷
・
総
合
商
研
㈱
　
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

第 10 回

こども陶芸展 inびえい 町内入賞作品

有料広告を募集しています！

　広報びえいに掲載を希望する有料広告を募集

しています。

　町内全域に配布する広報紙で宣伝しませんか？

サイズ・広告料（１回につき）／

　縦5.7cm×横8.5cm　5,000円

申込み・問合せ／

　総務課広聴広報係 ☎92-4345　FAX92-4414

※申込書は町ホームページからダウンロードできます。

「第 10 回 こども陶芸展 in びえい」には全国から 252 点の作品が寄せられました。

町内の小中学生の入賞作品を紹介します。

優秀賞優秀賞

美瑛小学校３年

水谷 星朗

「ゴジラ」

優秀賞優秀賞

美瑛東小学校５年

嵯城 裕梨

「アンダー

テールの像」

美瑛中学校１年

勢籏 日真莉

「きつね」

優秀賞優秀賞

美瑛小学校２年
浦島 來人
「りゅう」

特別賞特別賞

美瑛小学校５年
鴻上 千尋

「ニューギニアアカカブトトカゲ」

特別賞特別賞

美瑛小学校５年
赤間 桃羽

「一輪の花」

審査委員賞審査委員賞

美瑛中学校１年
秋山 颯
「大仏」

審査委員賞審査委員賞

美瑛中学校１年
伊藤 由衣

「馬のおきもの」

審査委員賞審査委員賞

美沢小学校２年
岩﨑 瑛大

「さけをくわえたくま」

協賛賞協賛賞

美瑛小学校２年
藤原 颯仁
「キリン」

協賛賞協賛賞

明徳小学校５年
福田 潤希

「水から出たかわうそ」

協賛賞協賛賞

美瑛小学校５年
成田 灯頼

「ポンデライオン」

協賛賞協賛賞

美瑛中学校１年
舟木 わこ

「トゥーシューズ」

協賛賞協賛賞

美瑛中学校１年
絹川 瑞樹

「森のうさぎ」

協賛賞協賛賞

美瑛中学校１年
野々瀬 結睦
「ワシ」

協賛賞協賛賞

問合せ／こども陶芸展 in びえい実行委員会事務局　☎ 92-4141




